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今回のおがぴ～通信では鼻の検査について紹

介します。当院で行われている検査についてま

とめてみました。 

●鼻鏡検査  
鼻粘膜の様子や分泌物の性状を観察します。 
鼻鏡という鼻の穴を広げるハサミのような形

をした器具を用います。鼻鏡は鼻の処置の際にも

使用します。 

●鼻咽頭ファイバースコピー 
（※ＥＦ―嗅裂・鼻咽腔・副鼻腔） 
腫瘍やポリープなどの病変がないか、鼻の中を

詳細に診るための検査です。 
当院では先端が２．９ｍｍ程の細い電子内視鏡

を使用しており、鼻の中を患者さんもモニターで

一緒に見ることができます。 
検査は予約無しで、当日すぐに行えます。鼻の

粘膜表面に麻酔を行い、座った状態で検査します。

小児にも行うことがあります。 

●レントゲン検査（※画像診断） 
主に副鼻腔炎や骨折などを調べるための検査

です。 
例えば、副鼻腔炎では炎症部位に一致して影が

写ります。当院ではレントゲン写真はデジタル化

されモニターで患者さんも一緒に見ることがで

きます。 

 
●鼻汁好酸球検査 
（※好酸球－鼻汁・喀痰） 
鼻の症状にアレルギーが関係しているかどう

かを調べる検査です。 
綿棒で鼻汁を拭い、その鼻汁の中に白血球の一

種である好酸球がどれ位あるかを顕微鏡で調べ

ます。結果は２日位でわかります。 
アレルギー性鼻炎では好酸球が多くなります。 

●静脈性嗅覚検査 
嗅覚を評価する検査です。 
アリナミンというビタミン剤を静脈に注射し

て、アリナミンがニオイ始めた時間およびニオイ

が感じられなくなった時間を測定します。 
この検査でニオイを感じることができれば、嗅

覚障害が回復することが多いです。 
 
※「ＥＦ－嗅裂・鼻咽腔・副鼻腔」 

「画像診断」「好酸球－鼻・喀痰」 

は診療費明細書に記入されている 

名称です。 

 
 
 

  11 月 8 日は『レントゲンの日』 
 
検査は病気の早期発見や早期治療につながる

有効なものです。 
気になる症状がある方は病院を受診し検査を

行いましょう。 
 検査には時間がかかる場合もありますので早

めの時間帯に受診しましょう。 
 当院では、土曜日や夕方など、待ち時間が長く

なることが予想されます。ご迷惑をお掛けします

がご了承ください。 
 


